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日本分析化学会東北支部 2020 年度 第 3 回役員会 

日時：2020 年 12 月 12 日（土）13:00-14:00 

形式：オンライン開催（Webex によるオンライン会議） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

前回役員会議事録確認 ……………………………………… （p.2） 

議題

1. 支部役員の追加 ……………………………………… 資料 1（p.3） 

2. 理事会、本部・支部連絡会議等報告

2-1. 理事会報告・本部支部連絡会報告 ………………… 資料 2（p.4-18） 

2-2. ぶんせき，分析化学，Analytical Sciences

2-3. その他

3. 2020 年度 事業報告 ……………………………………… 資料 3-1～3-5（p.19-23） 

4. 2021 年度 事業計画案 ……………………………………… 資料 4（p.24） 

5. 2020 年度 決算報告書・2021 年度収支予算案 ……… 資料 5-1，5-2（p.25-28） 

6. 2021 年度 支部委員等案 ……………………………………… 資料 6（p.29） 

7. 令和 2 年度 東北支部各賞選考結果 ………………… 資料 7（p.30） 
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日本分析化学会東北支部 2020 年度 第 2 回役員会 議事録（案） 

日時  ： 2020 年 7 月 18 日（土）13:00-14:00 

形式：オンライン開催（Webex によるオンライン会議） 

（事由：新型コロナウィルス（Covid-19）感染拡大の防止のため） 

出席者： 田副、熊谷、糠塚、唐島田、遠藤、伊野、井上（久）、小川、渡辺（健）、野原、

石川、渡辺（壱）、和久井、松村、中川（公）、壹岐、上條、佐藤（雄）、珠玖、大江、

火原、多田、西澤、藤村、高貝 

（25 名，順不同、敬称略） 

＊委任状が更に 16 名分存在し、役員会開催における定足数を満たした 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

議題 

1. 前回役員会議事録確認

2020 年度第 1 回役員会の議事録案が承認された。

2. 会議等報告

2020 年度第 1～3 回の理事会について報告された。また、タスクフォースについての

説明があった。加えて、コロナの影響によるキャッシュフローの悪化について説明があり、

2020 年度臨時理事会についての報告があった。 

3. 本年度事業計画・報告

· 壹岐支部長より、9 月 26 日の化学系学協会東北大会 分析化学・環境化学セッション

について案内があった。

· 支部長より、支部役員会後に みちのく分析科学シンポジウムならびに分離機能とセ

ンシング機能の化学セミナー2020 合同開催に関する案内があった。

4. その他

· 壹岐支部長より、2021 年度 学会賞等の募集について積極的な応募の呼びかけがあっ

た。

· 第 81 回分析化学討論会の見通しに対する質問があり、遠藤実行委員長より本部タス

クフォースとの関係があり本部の動向を静観しているとの回答があった。

以上 
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資料１ 

支部役員の追加について 

氏名：福 山  真 央（ふくやま まお） 

所属：東北大学多元物質科学研究所 助教 

所属機関住所：〒980-8577 仙台市青葉区片平 2-1-1 

連絡先： 

電話 022-217-5396 

メール maofukuyama@tohoku.ac.jp

推薦人：   火  原    彰  秀
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資料２
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ۜᖔۂແࣧߨཀྵࣆΓΕɼνηέϓΧʖη౶ਅ಼༲͹਒ṁͶͯ͏ͱɼ��݆ ��ೖͶ֦ࢿฦॄҗҽௗɼ�
݆ ���ೖͶ֦ۂࣆ୴౲җҽௗͶଲͤΖઈ໎ճ͗ߨΚΗɼ৚ๅ༙ڠͳޛࠕ͹ۂࣆ͹਒Ό๏Ͷͯ͏ͱๅ
Ηͪɽ͠ࠄ

�ʥ৮ҽਕࣆʤۜᖔජಆ෯ճௗʥ
ۜᖔۂແࣧߨཀྵࣆΓΕɼۜᖔජಆ෯ճௗͳ૥Ծཀྵࣆ͗ࣆແ֦ۃ৮ҽͳݺพ໚஌͢ɼָճ͹ࡔ੕য়
৮ҽۃແࣆΗͪɽ͠ࠄժͶͯ͏ͱઈ໎ͪ͢͞ͳ͗ๅܯ౵͹ֻݰɼৈ༫͹ڱ ��໌͖Δ ��݆ ���ೖ෉͜
Ͳୂ৮಩͗఑ड़͠Ηͪ͞ͳ͗ๅ͠ࠄΗͪɽୂ৮ۜͺࡑݳ͹੷಼ֻཱིۜͲ͍Εɼ͞ΗΝख๊͢ͱΫ
ϡρεϣϓϫʖͶӪڻΝٶ·͠͵͏Γ͑ͶͤΖ͞ͳ͗ઈ໎͠Ηͪɽ

�ʥ��݆຦ݳ༮ۜ࢔߶Ͷͯ͏ͱʤۜᖔජಆ෯ճௗʥʤࣁྋ���ʥ
���Ηͪɽ��݆͠ࠄๅ͗ڱ͹Ϋϡρεϣϓϫʖয়ࡑݳΓΕɼ��݆຦ࣆཀྵߨແࣧۂీ֡�ೖ֋࠷͹ྡ࣎
ཀྵࣆճͶ͕͏ͱɼಝఈ༮ۜΝखΕ๊ͤΫϡρεϣֻ࢔Ν�������ຬԃҐԾͳઅఈͪ͗͢ɼՌݜඇ޳
͹ֻۜΝӀ͏ͱ࠴ ������ຬԃҐԾɼͳઅఈͤΖ͞ͳ͗ๅ͠ࠄΗͪɽ

ͨ͹ଠ�

・ୂ৮ं͗���໌ड़ͪ͹Ͳɼ࠹ௗͲ΍���೧ޛͶͺࣆແ໌���͗ۃର੏Ͷ͵ΖͪΌɼۂࣆ͹੖ཀྵͳࣆແ
ແͲ͍Ζɽٺର੏͹੖ඍ͗ۃ
・࣏յ೧ճͲ͹෾ੵ΢όϗʖεϥϱިླྀճ͹֋࠷Ͷͯ͏ͱ֮೟͍͗Εɼචͥ͢΍೧ճ಼͹Ҳࣆߨ
͹Ғ஖෉͜Ͳͺ͵͚ɼިླྀճ͗ӣӨ฾ରͳ͵Εɼ೧ճࣰߨҗҽճͳͺ઀Ε཯ͪ͢ܙ͹ζϥ΢ϱ
φ֋࠷͹ܙΝͳΖ๏ਓͲ͍Ζ͞ͳ֮͗೟͠Ηͪɽ
・೧ճ౵͹Ψϱϧ΢ϱ֋࠷͹ࡏɼ࣊ࠉԿΝࠒݡΌΖࢂՅਕ਼Ͷͯ͏ͱ࣯໲͍͗Εɼ֮ޛࠕ೟͢ͱ
͏͚͞ͳͳͪ͢ɽ

Ґ৏Ͳ٠Ҍ͹৻٠౵Νश྅͢ɼ���࣎ ���෾Ͷ٠ௗͺถճΝઑͪ͢ɽ�

͞͹ࣆ٠࿧͗ਜ਼֮Ͳ͍Ζ͞ͳΝৄͤΖͪΌɼ٠ௗٶ;ड़ੰͪ͢ࣆ؄ͺ໌ىԣһͤ
Ζɽ�

�����೧ ��݆ ���ೖ� ޮӻऀ஄๑ਕೖຌ෾ੵԿָճཀྵࣆճ�
ճ� �ௗ� ��Ҳඔࢃ಼

�ࣆ�؄ ୉௫್ߔ��

�ࣆ�؄ ీ஦�य़ҵ�
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ޮӻऀ஄๑ਕೖຌ෾ੵԿָճ 

2020೧ౕ୊ 3 յྡ࣎ཀྵࣆճࣆ٠࿧ʤҌʥ 

1ɿೖ࣎ʁ2020 ೧ 8 ݆ 28 ೖʤۜʥ15ʁ00ʛ15ʁ32

2ɿ৖ॶʁೖຌ෾ੵԿָճճ٠࣪ Web ճ٠
3ɿड़ੰं
˕ड़ੰཀྵࣆ: ᆸز ৵ඛɼ੶ీ ߨ߃ɼ੶ᖝ ଻ɼ୉୫ ഻ɼᥣ࡜ ఎ࢚ɼۜᖔ ऴࢢɼ

౨քྜྷ ಲɼྵ໨ ਇ༟ඔɼணࢃ ್݊ɼܡ ీރɼௗ୫ઔ ݊ɼ 

૥Ծ ཾ࢞ɼీݬ ໎ɼ౽࿚ ᚺنɼٸ໼ ദɼਁీ ߠଢ࿢ɼ 

֡ీ ࿪य़ʤҐ৏ࡑݳཀྵࣆ 19໌஦ 17໌͗Webड़ੰʥ 

˕ड़ੰࣆ؄: ୉௫ ್ߔɼీ஦ य़ҵʤࣆ؄ 2໌஦ 2 ໌͗Webड़ੰʥ 

ʁۃແࣆ˕  ࢦཾ Ӟࢀ

˕ܿੰཀྵࣆ: ૥ઔ ৽್࿢ɼনӞ ٝ࿪ 

4ɿ٠ୌ 

ʴๅߴࣆࠄʵ 

 Ͷͯ͏ͱʤۜᖔජಆ෯ճௗʥڊճௗ͟੨ࢃ಼

ۜᖔۂແࣧߨཀྵࣆΓΕɼ಼ࢃҲඔճௗ੨ڊ͹ๅ͍͗ࠄΕɼड़ੰंસҽͲ໩౴Νํͪ͝ɽ 

ʴট೟ߴࣆ ʤɻ৻ߴࣆ٠Ν؜΋ʥ 

1ʥ಼ࢃճௗ੨ڊͶ൒͑ຌճ͹ӣӨͶͯ͏ͱʤۜᖔජಆ෯ճௗʥʤࣁྋ 1ʥ
ۜᖔۂແࣧߨཀྵࣆΓΕɼࣁྋ 1 ͹ͳ͕Εɼճௗ੨ڊͶ൒͏ɼජಆ෯ճௗͲ͍Ζۜᖔऴ͗ࢱࢢճௗ
ΝؔغߨΖ݇ɼେͤߨΝେߨແࣧۂ 2021 ೧ 2 ݆຦ೖΉͲͳͤΖ݇ɼ͞͹ؔغͺճௗΝમ೜͢͵
͏݇͗఑Ҍ͠Ηͪɽຌ݇Ͷͯ͏ͱ౦ධ͗ߨΚΗɼ࢏੔ 17 ධɼൕଲ 0 ධ͹સճҲ஗Ͳট೟͠Ηͪɽ 
2ʥେනཀྵࣆ͹મ೜Ͷͯ͏ͱʤۜᖔජಆ෯ճௗʥʤࣁྋ 2ʥ
ۜᖔۂແࣧߨཀྵࣆΓΕɼࣁྋ 2 ͶخͰ͘େනཀྵࣆ͹મ೜Ͷͯ͏ͱઈ໎͍͗Εɼۜᖔජಆ෯ճௗΝ
େනཀྵࣆͳ͢ɼؔغΝ 2021 ೧ 2 ݆຦ೖΉͲͳͤΖ͞ͳ͗ɼ఑Ҍ͠Ηͪɽຌ݇Ͷͯ͏ͱ౦ධ͗ߨ
ΚΗɼ࢏੔ 17ධɼൕଲ 0ධ͹સճҲ஗Ͳট೟͠Ηͪɽ
3) ຌ೧ָౕճৈ౵֦ৈ͹ৈى͹೧݆ೖͳଅఆंͶͯ͏ͱʤ୉୫෯ճௗʥ
୉୫ۂແࣧߨཀྵࣆΓΕɼָճৈ౵֦ৈͺ௪ྭͲͺ೧ճͲ͹නঞࣞ͹ೖ෉ͳճௗ໌ͲৈىΝ൅ͤߨ
Ζ͗ɼຌ೧ͺ೧ճΝݳஏ֋͢࠷͵͏͹Ͳɼ֦ ৈ͗ট೟͠Ηͪ 8݆ 19ೖཀྵࣆճ͹ೖ෉Ͳɼ಼ ճௗࢃ
໌Ͳ൅ͤߨΖ͞ͳ͗఑Ҍ͠ΗɼસճҲ஗Ͳ͞ΗΝট೟ͪ͢ɽ

ʴͨ͹ଠ͹ๅߴࣆࠄʵ 

1ʥ಼ࢃճௗʰ΁Ξͦ͘ʱࢿ௧౥ࣆىͶͯ͏ͱʤీݬ෯ճௗʥ
ΓΕɼh΁Ξͦ͘ࣆཀྵߨແࣧۂీݬ ɦࡎܟࢿ͹௧౥ࣆىͺɼۜ ᖔජಆ෯ճௗͳ஦౤ऴ઎ਫ਼ʤ౐ཱི୉ʥ
͹ 2໌Ͷࣧජ͏͚ͪͫ͞ͳ͗ๅ͠ࠄΗͪɽ
2ʥָճ HP͹ᨃๅࣆىͶͯ͏ͱʤ੶ᖝ෯ճௗʥʤࣁྋ 3ʥ
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੶ᖝۂແࣧߨཀྵࣆΓΕWeb γ΢φͶᨃๅࣆىΝ݇ͪ͢ࡎܟɼΉͪຌೖ͹݀ఈߴࣆͶͯ͏ͱ΍ಋ༹
ͶٺࢺWebγ΢φͶͤࡎܟΖ༩ఈͲ͍Ζ͞ͳ͗ๅ͠ࠄΗͪɽ 

Ґ৏Ͳ٠Ҍ͹৻٠౵Νश྅͢ɼ15࣎ 32 ෾Ͷ٠ௗͺถճΝઑͪ͢ɽ 

͞͹ࣆ٠࿧͗ਜ਼֮Ͳ͍Ζ͞ͳΝৄͤΖͪΌɼ٠ௗٶ;ड़ੰͪ͢ࣆ؄ͺ໌ىԣһͤΖɽ 

2020೧ 8 ݆ 28 ೖ 

ޮӻऀ஄๑ਕೖຌ෾ੵԿָճཀྵࣆճ 

େනཀྵࣆ ජಆ෯ճௗ  ۜᖔ ऴࢢ  

್ߔ ୉௫  ࣆ ؄

  ஦ य़ҵీ  ࣆ ؄
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ޮӻऀ஄๑ਕೖຌ෾ੵԿָճ 

2020೧ౕຌ෨ࢩ෨࿊ཙճ٠٠ୌ 

1ɿೖ࣎ʁ2020೧9݆17ೖʤۜʥ12:30ʛ13:30

2ɿ৖ॶʁWebճ٠
3ɿड़ੰं
˕ड़ੰ༩ఈཀྵࣆʁۜᖔऴࢢɼ੶ᖝ ଻ɼ୉୫ ഻ɼీݬ ໎ɼٸ໼ ദɼ૥Ծཾ࢞ɼ
֡ీ࿪य़
˕ड़ੰ༩ఈࢩ෨ௗʁᥣ࡜ఎ࢚ʤ๼քಕࢩ෨ʥɼᆸز৵ඛʤ౨๼ࢩ෨ʥɼ౽࿚ᚺنʤؖ౨ࢩ
෨ʥɼۜࢢ ᡑʤ஦෨ࢩ෨ʥɼண್݊ࢃʤۛࢩق෨ʥɼ૥ઔ৽್࿢ʤ஦ࢩࠅ࢝ࠅ෨ʥɼ
෨ʥࢩʤ۟यܡ௜ీࠉ
ࢦӞཾࢀʁۃແࣆ˕
˕ܿੰ༩ఈʁ

4ɿ٠ୌ 

ʕຌ෨͖Δ͹ๅߴࣆࠄʤ15෾ఖౕʥʤۜᖔජಆ෯ճௗʥ 

1ʥ಼ࢃճௗ͟੨ڊͶͯ͏ͱʤ޳ಆʥ
2ʥ಼ࢃճௗ੨ڊͶ൒͑ຌճ͹ӣӨର੏ͳେනཀྵࣆͶͯ͏ͱ
3ʥʰճҽ3000໌͹ೖຌ෾ੵԿָճΝ͓ߡΖνηέϓΧʖηʱ͹གྷ఼ͳݳয়
4ʥຌ෨ਜ਼৮ҽਕࣆͶͯ͏ͱ
5ʥ෾ੵԿָճΫϡρεϣϓϫʖ͹য়ڱͳಝఈ༮ۜखΕ๊͢Ͷͯ͏ͱ
6ʥ৿ༀҽમߡয়ڱʤ޳ಆʥ

ʕ֦ࢩ෨͖Δ͹͟ๅߴࣆࠄʤ֦5෾ʁ35ܯ෾ʥ 

ʕқ׷ިݡʤ10෾ఖౕʥ 

Ґ ৏ 
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公益ऀ஄๑ਕ ೖຌ෾ੵ化学会 
2020 ೧ౕ୊ 4 回ཀྵ事会議事࿧（案） 

1．ೖ࣎：2020 ೧ 10 月 8 ೖ（໨）14：30～16：30
2．৖ॶ：ೖຌ෾ੵ化学会会議࣪（౨京౐඾ઔ区੤五ൕీ一஺໪ 26 ൬ 2 号五ൕీサン
ハイツ಼）
3．ड़ੰं

○ड़ੰཀྵ事：ᆸ岐৵ඛ、੶ీ康行、੶ᖝ ଻、୉୫ ഻、ᥣ崎ఎ司、金ᖔऴ子、
౨海ྜྷಲ、戸ీ 敬、૥下ཾ士、原ీ ໎、౽࿚ᚺ紀、宮໼ ദ、ਁీ耕ଢ࿢、 
ྵ໨ਇ༟ඔ、ண山健್、ௗ୫ઔ健、૥ઔ৽್࿢、柿ీ࿪य़（ཀྵ事 19 ໌஦ 18 ໌が Web
૔๏向௪৶システムによるड़ੰं（以下「Web ड़ੰं」という） 
○ड़ੰ監事：୉௫浩್、ీ஦य़逸（監事 2 ໌஦ 2 ໌が Web ड़ੰं）
○議 ௗ：金ᖔऴ子
○オブザーバーड़ੰ：ঋీਜ਼一
○事ແ局：三浦ཾ志
○欠ੰཀྵ事：ন浦義࿪
4．議事
柿ీཀྵ事がཀྵ事਼ 19 ໌஦ 18 ໌のड़ੰがありఈ款୊ 38 ড়୊ 1 項に規ఈするཀྵ事の過
ൔ਼のड़ੰをຮたしຌཀྵ事会が༙効に੔ཱིしている旨を確೟した。

【ট೟ߴࣆ】（৻議ߴࣆを含む） 
【઴回など議事࿧のট೟】 

7 月 2 ೖ開催された୊ 3 回ཀྵ事会議事࿧の಼༲確೟：資ྋ 1 
8 月 28 ೖ開催された୊ 3 回ྡ࣎ཀྵ事会議事࿧の಼༲確೟：資ྋ 2 
10 月 1 ೖ開催された୊ 4 回ྡ࣎ཀྵ事会議事࿧の಼༲確೟：資ྋ 3 

資ྋ 1 から 3 までの議事࿧の಼༲について確೟し、સ会一஗でこれをট೟した。 
【ຌ෨活ಊ】 
1）෯会ௗ業ແ෾୴：資ྋ 4
宮໼業ແࣧ行ཀྵ事より、会ௗ・ජಆ෯会ௗร更に൒う෯会ௗの業ແ෾୴について資ྋ
に基づきઈ໎があり、原案௪りસ会一஗でট೟した。
2）৮員೧຦ৈ༫について：資ྋ 5
宮໼業ແࣧ行ཀྵ事より、ਜ਼৮員の 2020 ೧ౕ 12 月期期຦घ౲については、学会の財
੕য়況を鑑み、国家公ແ員給༫改ఈ勧告から 10％カットすることが఑案され、原案௪
りસ会一஗でট೟した。
【ૌ৭運営】金ᖔେනཀྵ事
1）୊ 2 四ൔ期決算য়況：資ྋ 6
柿ీ業ແࣧ行ཀྵ事より、資ྋに基づき、各෨໵でのफ支のয়況、キャッシュフローの
য়況がઈ໎された。コロナ禍の影響によりྭ೧と୉きく異なるਬ移をࣖしているが、
最शదには昨೧とಋ༹の੼字決算が༩૟され、科研ඇをঈいた現金残高が 1,500 ຬ円
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を下回った৖合は、10 月຦にಝఈ༮金のखり๊しを行う可೵੓があることがઈ໎さ
れ、સ会一஗でこれをট೟した。 
2）2021 ೧ౕ支෨ඇの఑案：資ྋ 7
柿ీ業ແࣧ行ཀྵ事より、資ྋに基づき 2021 ೧ౕの支෨ඇഓ෾額の計算についてઈ໎
があり、原案௪りસ会一஗でট೟した。
【学ढ़事業】
1）୊ 80 回෾ੵ化学౾࿨会会計ๅ告（ᥣ崎ཀྵ事）：資ྋ 8・・・ๅ告事項を含む
ᥣ崎支෨୴౲ཀྵ事より、୊ 80 回෾ੵ化学౾࿨会の講演件਼、参加ਕ਼、फ支౵の概
གྷがๅ告された。コロナ禍により現ஏ開催せず、講演གྷ旨ॄの൅行をもって会の੔ཱི
とした。౲ॵの༩ఈよりঙないものの、黒字決算となったことがๅ告され、સ会一஗
でট೟した。また、๼海ಕ支෨では௪৙࣎のफ೘がঙないので、೧会・౾࿨会でのफ
೘が支෨活ಊの維持のために॑གྷだったが、౾࿨会の開催༹ࣞร更により༩算計画が
୉きくรわり、2023 ೧ౕには資金ショートの恐れがあることがๅ告された。
【広ๅ事業】
੶ᖝ業ແࣧ行ཀྵ事より、චགྷな事案のホームページ掲載౵、଼りなく行われているこ
とがઈ໎され、સ会一஗でট೟した。
【ड़൝事業】
1）「ぶんせき」誌 ు子化について：資ྋ 9
原ీ業ແࣧ行ཀྵ事より、「ぶんせき」誌ు子化の経緯と਒ṁয়況の概གྷについてઈ໎
があった。କいてঋీ「ぶんせき」ฦॄ委員ௗより、ฦॄ委員会での検౾಼༲が়介
され、ు子化することによる個ਕ会員の減ঙ、広告ྋफ೘の減ঙ౵の懸೨材ྋについ
ても議࿨があったが、2019 ೧ౕのཀྵ事会において 2021 ೧ౕからు子化することが決
ఈしていた事項であるので、ు子化ࣰ現へ向けて検౾を਒めることとし、સ会一஗で
ট೟した。関࿊して、会員への告எの๏๑、会員の E-mail アドレスのफॄ౵について
議࿨された。
2）「Anal\Wical ScienceV」の外෨委୙઎について
ௗ୫ઔฦॄ୴౲ཀྵ事より、「Anal\Wical ScienceV」誌の外෨委୙઎として、SSUingeU ऀ
を候ึとしており、現在の、事ແ局৮員一ਕにฦॄ業ແのෝ୴がかかっているয়ସ、
फ益を৏げる仕ૌみの限界、2.5 以৏のインパクトファクター獲ಚのචགྷ੓、
Anal\Wical and BiRanal\Wical ChemiVWU\ 誌との࿊携の૮৒効果、౵がઈ໎され、SSUingeU
ऀとの交মを始めることについて、સ会一஗でট೟した。
【会員管ཀྵ】
੶ᖝ業ແࣧ行ཀྵ事より、会員管ཀྵシステムの৿契༁઎の検౾が਒行஦であることがๅ
告され、સ会一஗でট೟した。
【そのଠ】
1）会員現況・೘ୂ会য়況：資ྋ 10
2）会員資格૗ࣨं：資ྋ 11
事ແ局より、会員の೘・ୂ会リスト、会員資格૗ࣨंのリストがๅ告され、સ会一஗
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でট೟した。 
【ๅߴࣆࠄ】 

【ຌ෨運営】 
1）タスクフォースの਒ṁয়況（各委員ௗへのઈ໎会議事࿧）：資ྋ 12
宮໼業ແࣧ行ཀྵ事より、8 月 3 ೖ、11 ೖに行われた各誌ฦॄ委員ௗ、各研究懇஌会委
員ௗ、೧会・౾࿨会ࣰ行委員ௗ及び৙஖委員会委員ௗにଲするタスクフォースઈ໎会
についてๅ告された。またタスク管ཀྵනに基づき現在の਒ṁয়況がๅ告された。
2）ຌ෨支෨࿊ཙ会議議事࿧：資ྋ 13
金ᖔେනཀྵ事より、9 月 17 ೖに開催されたຌ෨支෨࿊ཙ会議の議事࿧に基づき、会
議಼༲がๅ告された。
【学ढ़事業】
1）୊ 69 回೧会会計ଐๅ：資ྋ 15
୉୫業ແࣧ行ཀྵ事より、9 月 16 ೖ～18 ೖにオンライン開催されたೖຌ෾ੵ化学会୊
69 ೧会につき、講演件਼、参加ౌ࿧ं਼、暫ఈ൝のफ支ๅ告ॽ、ऑघポスターৈのण
ৈंがๅ告された。
2）୊ 81 回෾ੵ化学౾࿨会 計画概གྷ：資ྋ 16
ᆸ岐支෨୴౲ཀྵ事より、୊ 81 会෾ੵ化学౾࿨会のೖఖ౵についてๅ告があり、現࣎
఼ではオンライン開催の可೵੓が高いことがๅ告された。
3）୊ 70 回೧会 計画概གྷ：資ྋ 17
ண山支෨୴౲ཀྵ事より、ೖຌ෾ੵ化学会୊ 70 ೧会の概གྷ、༩ఈについてๅ告された。
一ൢ講演以外の各झシンポジウム౵は行わない๏ਓであることが়介されたが、産官
学の࿊携の॑གྷ੓も考ྂし、開催可೵なシンポジウムについては検౾をしていただく
こととした。
౽࿚支෨୴౲ཀྵ事より、୊ 82 回෾ੵ化学౾࿨会はἜ৕୉学ਭ戸キャンパスにて、山
ຌദ೯ࣰ行委員ௗのもと開催を६ඍ஦であることがๅ告された。
【広ๅ事業】
1）関係機関（会ऀ）への「ぶんせき」誌への広告掲載依བ：資ྋ 18
柿ీ業ແࣧ行ཀྵ事より、過去に広告掲載ࣰ੹があり、ຌ೧ౕは広告掲載をいただいて
いない企業のリストが়介され、コンタクト可೵なཀྵ事は(株)໎ๅऀまで࿊ཙしてい
ただくよう依བした。
【そのଠ】
࣏回以降ཀྵ事会・企画કྲྀ会議 ༩ఈ
୊ 3 回企画કྲྀ会議 11 月 10 ೖ（火）14:00～17:30 Web 会議 
୊ 5 回ཀྵ事会  12 月 10 ೖ（໨）14:00～17:30 Web 会議 
୊ 4 回企画કྲྀ会議 1 月 14 ೖ（火）14:00～17:30 Web 会議 
୊ 6 回ཀྵ事会  2 月 18 ೖ（໨）14:00～17:30 Web 会議 
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以৏で議案の৻議౵をश྅し、16 ࣎ 30 ෾に議ௗ（会ௗ）はถ会をઑした。 
この議事࿧がਜ਼確であることをৄするため、会ௗ及びड़ੰした監事がここに記໌押印
する。 

2020 ೧ 10 月 8 ೖ 
公益ऀ஄๑ਕೖຌ෾ੵ化学会ཀྵ事会 

େනཀྵ事 会ௗ 金ᖔऴ子 

監事 ୉௫浩್ 

監事 ీ஦य़逸 
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公益社団法人 日本分析化学会 
2020年度第 5回理事会議題 

1．日時：2020 年 12月 10 日（木）14：00～17：00
2．場所：Web 会議
3．出席者
○出席予定理事：壹岐伸彦、石濱 泰、大谷 肇、蠣崎悌司、金澤秀子、東海林敦、
戸田 敬（16 時まで）、早下隆士、原田 明、藤浪眞紀、宮野 博、鈴木真由美、
茶山健二（途中出入）、松浦義和（16 時まで）、柿田和俊（理事 19 名中 15 名がWeb
双方向通信システムによる出席予定

○出席予定監事：大塚浩二、田中俊逸（監事 2 名中 2 名がWeb出席予定）
○事務局：三浦隆志
○欠席予定理事：石田康行、早川慎二郎、
〇未連絡：長谷川健、森田耕太郎
4．議題

【承認事項】（審議事項を含む） 
【前回など議事録の承認】 

8 月 19 日に開催された第 2 回臨時理事会議事録の内容確認：資料 1 
10 月 8 日に開催された第 4 回理事会議事録の内容確認：資料 2 

【本部活動】宮野筆頭副会長  
1）次期会長予定者の承認：口頭

【組織運営】宮野筆頭副会長 
1）第 3 四半期決算状況：理事会後配付
2）現預金残高：資料 3
3）今年度収支予想（概算）：資料 4
4）近畿支部若手基金取り崩し（茶山理事）：資料 5

【学術事業】大谷副会長 
1）第 69 回年会会計報告（途中経過）：資料 6

タスクフォース進捗状況と次年度計画
【学術事業】大谷副会長 

1）年会討論会運営WG について：資料 7
【広報事業】【会員管理】石濱副会長 

1）次年度計画について：資料 8
【出版事業】原田副会長 
 1）「ぶんせき」誌電子化次年度計画及び予算推定：資料 9、資料 10 
【産学・社会活動】宮野筆頭副会長 

1）次年度計画について：資料 11、資料 12、資料 13
2）新表彰制度について：資料 14

【その他】事務局 
1）会員現況・入退会状況：資料 15

支部役員会  資料2-5-(1)

支部役員会  資料2-5-(2)

14

Takagai
ハイライト表示

Takagai
ハイライト表示



【報告事項】 
【本部運営】 

1）タスクフォースの進捗状況：口頭
2）「分析イノベーション交流会」について：東海林理事（口頭）
3）第 71 回年会予定：資料 16

------------------------------------------------------------------------------------- 
次回以降理事会・企画戦略会議 予定 
第 4 回企画戦略会議 1 月 14日（火）14:00～17:30 Web 会議 
第 5 回理事会 2 月 18日（木）14:00～17:30 Web 会議 

― 以上 ― 
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公益社団法人　日本分析化学会
現預金残高状況

前年度2月末3月末 4月末 5月末 6月末 7月末 8月末 9月末 10月末 11月末 12月末 1月末 2月末
2016年度 83,476,494 89,031,008 95,237,246 93,053,993 83,697,882 82,435,878 79,608,182 61,783,753 67,637,151 75,427,946 89,260,925 89,532,872 83,753,570
2017年度 83,753,570 84,134,734 89,233,498 86,944,487 79,909,667 80,178,472 76,713,536 65,219,552 61,767,117 65,516,956 82,929,257 88,094,633 83,545,437
2018年度 83,545,437 84,902,694 82,716,990 77,738,606 67,392,124 73,273,430 65,183,266 62,946,710 65,186,575 59,618,893 75,482,424 76,814,699 59,471,027
2019年度 59,471,027 60,913,769 54,240,614 52,597,552 44,925,903 44,573,765 43,165,584 35,891,270 33,461,752 43,973,496 54,776,067 52,879,062 39,237,522
2020年度 39,237,522 33,958,948 38,198,349 40,334,225 31,438,723 23,364,028 31359639 22423511 27,648,899 30,083,290
2020年度（除く科研費）- - - - - 23,364,028 20,209,639 16,978,951 11,054,339 13,488,730

科研費残 0 11,150,000 5444560 16,594,560 16,594,560
科研費入金 科研費入金

注：9月末は10月1日の数字

11月12日：10,000,274円取崩し
　　（分析研究奨励・教育基金より）
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本部現預金残高推移

2016年度 2017年度 2018年度

2019年度 2020年度 2020年度（除く科研費）
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2020.12.10 

第 5回理事会（定期）資料(学術業務（年会、討論会）：大谷副会長) 

TF（年会・討論会） 
「2 年後を目処に実行委員会による自主運営」 
 これまで、年会・討論会を主として担当されていた川戸さん・國武さんがすでに退職され
ており、実行委員会が自主運営せざるを得ない。また、69 年会では、初のオンライン開催
となったこともあり、実質的に自主運営をかなり先取りする形になった。今後の年会・討論
会を自主運営によりスムーズに実施するには、本部役員（担当副会長など）の関与が不可欠
である。このため、全国規模での年会・討論会 WG を発足させる。また、本部事務局会員
担当・会計担当とは当面は連携が必要。さらに、オンライン小委員会との関係明確化も検討
する。 

＜2020年度の活動＞ 
・69年会の会計確定
・年会・討論会WGの立ち上げ（別紙メール依頼文参照）
・来年度討論会・年会実行委員会との連絡を密にし、準備状況等を本部役員も把握する。

＜2021年度の計画＞ 
・オンライン開催か現地開催か？
・国際文献社への業務委託の見直し（2021 年度は委託契約を継続するが、委託内容の見直
しを行う。具体的には、会員管理との関係明確化、参加登録費を含めた出納を本部事務局か
ら実行委員会に移行、HPは学会が直接管理、要旨作成方法の見直し（校正作業をなくす）。
2022年度以降の委託先変更の可能性についても検討。

＜その他＞ 
・アジア分析科学シンポジウムの取り扱い（本部予算 50 万円、69年会では中止）。
必ずしも年会時の開催にこだわらず、効果的な開催方法を探る。

・ICAS：2021は延期？

17



Sent: Sunday, November 29, 2020 1:49 PM 
Subject: RE: 年会・討論会WG委員選出依頼文 

日本分析化学会 
各支部支部長殿 
年会・討論会担当副会長 
大谷 肇 

日頃は、本会支部活動にご尽力いただき感謝申し上げます。 

さて、ご承知のように、本会の会員数が近い将来 3000人程度にまで減少することが見込ま
れるため、それに対応した学会運営を見据えたタスクフォース（TF）答申が提出され実行
に移されつつあります。その中で、本会の主要行事である年会・討論会につきましては「２
年後を目処に実行委員会による自主運営」がうたわれています。一方で、これまで年会・討
論会を担当していた事務局職員が相次いで退職されたことから、２年後を待たず今後は否
応なしに実行委員会による自主運営が求められます。 

そこで、正職員が関わらずに円滑に遅滞なく開催準備が進められる仕組みをつくるため、年
会・討論会運営 WG を早急に立ち上げたいと考えております。つきましては、各支部より
WG委員をそれぞれ２名選出し推薦をお願い致します。できましたら、２名のうち１名は直
近の年会・討論会で庶務担当などの中心的な実務を経験された方（これから開催される年
会・討論会ですでに実行委員会が立ち上がっている場合はその役目にある方）を、もう一名
は将来の年会・討論会でそうした役目を担う可能性のある若手の方をお願いできれば幸い
です。また、方向性が固まるまでは同じメンバーで議論を進めたいと思いますので、短期で
交代することなく数年程度は続けていただける方をお願いいたします。 

急な話で申し訳ありませんが、各支部２名のWG委員を（本人の内諾を得たうえで）、12/15
ま で に 本 部 事 務 局 (online@jsac.or.jp 及 び kakita-kazutoshi@jsac.or.jp  コ ピ ー 
ohtani.hajime@nitec.ac.jp)までご推薦ください。添付のエクセルに記入の上お送りください。 
12 月 10 日の理事会でもご説明してご了解を得たいと思いますが、それに先立って人選を
進めていただければ幸いです。委員が固まりましたら年内にも一度会合（オンライン）を設
け、次年度の討論会・年会への対応から議論を始めたいと思います 

何卒よろしくお願いいたします。 
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「みちのくシンポジウム」ならびに

「分離機能とセンシング機能の化学セミナー2020」 

合同開催に関わる事業報告書

日時  ： 2020 年 7 月 18 日（土）14:00 

形式：オンライン開催（Webex によるオンライン会議） 

（事由：新型コロナウィルス（Covid-19）感染拡大の防止のため） 

参加者： 31 名 

プログラム・演題： 

14:10-14:40  

「3 次元細胞組織を評価する呼吸活性測定デバイスの開発」 

平本薫氏（東北大院環境） 

14:40-15:40 

「固相抽出に基づく新奇微量分析システム」 

糠塚いそし先生（弘前大院理工） 

主催

資料 3-1 
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事業名

開催日時

会場

参加予定人数

主催・ 共催団体名

氏名

所属

住所

電話

FAX

Emai l

概要

①懇親会の有無 有 / 無

②講演件数 6 見学会件数 0 その他件数 2

③次回担当者名

事業報告書
日本分析化学会東北支部

分析技術セミ ナー

令和2年9月24日

35名（ 企業26名＋職員９ 名） ／募集40名

（ 地独） 岩手県工業技術セン タ ー　 大ホール

備考

地方独立行政法人岩手県工業技術センタ ー　 機能材料技術部

〒020-0857　 岩手県盛岡市北飯岡２ －４ －２ ５

０ １ ９ －６ ３ ５ －１ １ １ ５

主催： 岩手県工業技術セ ン タ ー
後援： 日本化学会東北支部、 日本分析化学会東北支部、

I NS岩手県リ ン 資源地産地消研究会、 I NS環境リ サイ ク ル研究会、 ㈱島津製作所東北支店

佐々木　 昭仁（ さ さ き  てる ひと ）

担当者

０ １ ９ －６ ３ ５ －０ ３ １ １

teruhito-s@pref.waite.jp

　 県内製造業ほかを 対象と し 、 分析技術セミ ナーを 開催し たも の。 今
年度は機器分析を 活用し た材料表面技術（ 表面観察・ 定性・ 定量） を
学ぶこ と を 目的と し た。 募集の結果、 当日、 県内企業12社、 県外２ 社
よ り 26名が参加し た。 尚、 新型コ ロ ナウィ ルス 感染予防対策と し て 、
今年度の募集は昨年度の半分以下と し 、 来客座席の空間を 広めに設定
し て 開催。
　 電子顕微鏡やEPAM、 X線分析装置を
はじ めと し たよ く 使われる 分析評価装
置の基礎から 測定事例ま で 紹介し 、 質
疑応答も 行われた。 計６ 講演が行われ、
内２ 講演はリ モ ート （ イ ン タ ーネッ ト
回線） によ り 実施し た。 ア ン ケート の結
果（ 県内企業を 対象） よ り 、 満足の声が

多く 寄せら れた。 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 会場の様子

佐々木昭仁

後援

資料 3-2 
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事業名

開催日時

会場

参加申込人数

主催・ 共催団体名

氏名

所属

住所

電話

FAX

Emai l

概要

①懇親会の有無 有 / 無

②講演件数 4 見学会件数 0 その他件数 1

③次回担当者名

備考

地方独立行政法人岩手県工業技術センタ ー　 機能材料技術部

〒020-0857　 岩手県盛岡市北飯岡２ －４ －２ ５

０ １ ９ －６ ３ ５ －１ １ １ ５

主催： 岩手県工業技術セ ン タ ー
後援： （ 公社） 日本化学会東北支部、 （ 公社） 日本分析化学会東北支部、 炭素材料学会

（ 一社） 日本粉体工業技術協会、 東洋炭素株式会社

佐々木　 昭仁（ さ さ き  てる ひと ）

担当者

０ １ ９ －６ ３ ５ －０ ３ １ １

teruhito-s@pref.waite.jp

　 県内製造企業等を 対象と し て 、 「 環境に優し い」 を テ ーマ に、 新た
な 製品開発や既存製品の改良に役立つ高機能炭素材料に関する 情報提
供を 行っ たも の。 先進事例の紹介のほか、 軽量化事例について 紹介が
行われた。
　 募集の結果、 各後援団体のご 協力によ り 、 セン タ ー大ホール会場へ
26名（ 講師を 含む） 、 リ モ ート 会場へ180名の参加申込が寄せら れた。
尚、 新型コ ロ ナウィ ルス 感染予防対策と し て 、 今年度の募集は大ホー
ル定員（ 88名） の半分以下と し 、 来客座席の空間を 広めに設定し て 開
催し た。
　 産業技術総合研究所のゼロ エ ミ ッ シ ョ ン 国際共同研究セン タ ー副研
究セン タ ー長の羽鳥先生のほか、 東洋炭素執行役員の森下先生、 以
下、 同社の町野先生、 松井先生によ る 講演が岩手県工業技術セン タ ー
にて 行われ、 同時にリ モ ート 会場へ配信さ れた。 各講師は実際現場で
活躍し て いる 技術者で ある こ と から 発表内容が充実し 、 聴講者の高い
関心が寄せら れた。
　 会場から の質疑応答のほか、 リ モ ート 会場から の質疑応答にも 対応
し （ 技術相談会） 大盛況で あっ た。

 会場の様子  各講師によ る 講演　 リ モ ート の
質疑応答

佐々木昭仁

事業報告書
日本分析化学会東北支部

炭素材料技術セミ ナー

令和2年10月15日

センタ ー会場：  26名　 ／（ 募集定員 40名）
リ モート 会場： 180名　 ／（ 募集定員100名） 【 満員御礼】

（ 地独） 岩手県工業技術セン タ ー　 大ホール

後援

資料 3-3 
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事業名

開催日時

会場

参加人数

主催・ 共催団体名

氏名

所属

住所

電話

FAX

Emai l

概要

①懇親会の有無 有 / 無

②講演件数 3 見学会件数 0 その他件数 1

③次回担当者名

事業報告書

第２ 回電池搭載技術セミ ナー

令和２ 年10月28日（ 水）

出席28名／申込30名

地方独立行政法人岩手県工業技術セン タ ー　 大ホール

備考

地方独立行政法人　 岩手県工業技術セン タ ー

020-0857　 岩手県盛岡市北飯岡２ －４ －２ ５

019-635-1115

主催： 岩手県工業技術セ ン タ ー
後援： （ 一社） 電池工業会、 （ 公社） 電気化学会 東北支部、

（ 公社） 日本化学会 東北支部、 （ 公社） 日本分析化学会 東北支部

佐々木昭仁、 渡辺 久、 村松真希、 遠藤治之

担当者

019-635-0311

t er uhi t o-s@pr ef . i wat e. j p ( 佐々木昭仁)

　 近年、 バッ テリ ーの需要が急速に拡大し ている一方、 電池の搭載ノ ウハウを
有し ていないため、 自社製品等へのバッ テリ ーの搭載を躊躇し ている県内企業
等が多数ある。 本セミ ナーでは、 「 電池搭載技術」 に着目し 、 電池の基礎から
電池の種類、 搭載技術に必要なバッ テリ ー制御機構、 リ チウムイ オン二次電池

の安全性に至るまで、 情報提供を行っ たも の。

　 募集の結果、 各後援団体のご 協力によ り 30名（ 講師を 含む） の参加
申込が寄せら れた。 尚、 新型コ ロ ナウィ ルス 感染予防対策と し て 、 今
年度の募集は大ホール定員（ 88名） の半分以下と し 、 来客座席の空間
を 広めに設定し て 開催し た。

電池の基礎について は山口大学助教（ 特命） のト ド ロ フ ・ ヤン コ ・
マ リ ノ フ 氏にご 講演を いただき 、 電池の搭載技術や安全性に関し て は
三重大学大学院工学研究科リ サーチフ ェ ロ ーの堀場達雄氏、 株式会社
八山代表取締役の馬場良貴氏にご 講演を いただいた。

今回の各講陣は大手企業の現場経験者で あり 、 実務上の課題解決に
直結する 内容で あっ たこ と から 、 質疑応答や技術相談会において 大盛
況で あっ た。

 会場の様子  各講師によ る 講演　 質疑応答の様子

後援
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【2020年度の事業一覧】 

(1) 07 月 18 日  「みちのく分析化学シンポジウム」・「分離機能とセンシング 

機能の化学セミナー2020」合同開催（主催：今回報告） 

(2) 09 年 24 日  分析技術セミナー（後援：今回報告） 

(3) 09 月 26・27 日 化学系学協会東北大会 分析化学・環境化学セッション 

(4) 10 月 15 日  炭素材料セミナー（後援：今回報告） 

(5) 10 月 28 日  第二回電池搭載技術セミナー（後援：今回報告） 

【コロナによる中止の事業】 

(1) 第 37 回 無機・分析コロキウム

(2) 2020年度 東北・関東支部合同開催 東日本分析化学若手交流会

資料 3-5 
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2021年度の事業計画案 

主催

 分離機能とセンシング機能の化学セミナー2021

 みちのく分析化学シンポジウム

共催

 2021 年度 東北・関東支部合同開催 東日本分析化学若手交流会

 第 37 回 無機・分析コロキウム

 2021 年度 化学系学協会東北大会

資料 4 
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年度 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021 備考
支部長 尾形　健明 尾形　健明 我妻　和明 我妻　和明 末永　智一 末永　智一 糠塚　いそし 糠塚　いそし 壹岐　伸彦 壹岐　伸彦 西澤　精一
次期支部長 我妻　和明 末永　智一 糠塚　いそし 壹岐　伸彦 西澤　精一
副支部長 糠塚　いそし 佐藤　健二 佐藤　健二 岩田　吉弘 岩田　吉弘 壹岐　伸彦 壹岐　伸彦 西澤　精一 西澤　精一 西澤　精一 大江　知行

大江　知行 大江　知行 山下　幸和 佐藤　健二 猿渡　英之 猿渡　英之 渡辺　忠一 渡辺　忠一 遠藤　昌敏 遠藤　昌敏 遠藤　昌敏（討論会実行委員長）
支部監事 安斉　順一 糠塚　いそし 糠塚　いそし 大江　知行 佐藤　健二 西澤　精一 西澤　精一 岩田　吉弘 岩田　吉弘 志村　清仁 志村　清仁

福島　美智子 福島　美智子 大江　知行 尾形　健明 我妻　和明 我妻　和明 猿渡　英之 猿渡　英之 糠塚　いそし糠塚　いそし 壹岐　伸彦
副会長*または理事 寺前　紀夫 寺前　紀夫 我妻　和明 我妻　和明 末永　智一 末永　智一 糠塚　いそし 糠塚　いそし 壹岐　伸彦 壹岐　伸彦 西澤　精一 2013年から支部長が理事をかねる
常議員または代議員 赤坂　和昭 赤坂　和昭 赤坂　和昭 小川　信明 小川　信明 平山　和雄 平山　和雄 藤村　務 藤村　務 藤村　務 藤村　務

安斉　順一 安斉　順一 安斉　順一 平山　和雄 平山　和雄 糠塚　いそし 糠塚　いそし 平野　愛弓 平野　愛弓 平野　愛弓 平野　愛弓
岩田　吉弘 尾形　健明 小川　信明 糠塚　いそし 糠塚　いそし 渡辺　忠一 渡辺　忠一 末永　智一 末永　智一 赤坂　和昭 赤坂　和明
尾形　健明 佐藤　健二 佐藤　健二 渡辺　忠一 安斉　順一 安斉　順一 安斉　順一 中川　公一 中川　公一 遠藤　昌敏 遠藤　昌敏
佐藤　健二 松永　英之 松永　英之 安斉　順一 村本　光二 村本　光二 村本　光二 伊藤　徹二 伊藤　徹二 伊藤　徹二 伊藤　徹二
寺前　紀夫 山下　幸和 山下　幸和 村本　光二 火原　彰秀 火原　彰秀
松永　英之 渡辺　忠一 渡辺　忠一 岩田　吉弘 岩田　吉弘

北川　文彦 北川　文彦
役員等候補者選考委員 福島　美智子 福島　美智子 福島　美智子 福島　美智子 福島　美智子 西澤　精一* 西澤　精一* 赤坂　和昭* 赤坂　和昭 赤坂　和昭 石川大太郎
*本部決定委員 村本　光二* 村本　光二* 赤坂　和昭* 赤坂　和昭* 赤坂　和昭* 糠塚　いそし* 伊野　浩介 伊野　浩介 伊野　浩介 伊野　浩介 平野　愛弓

末永　智一* 末永　智一* 壹岐　伸彦* 壹岐　伸彦* 壹岐　伸彦* 佐藤　雄介 佐藤　雄介 佐藤　雄介* 佐藤　雄介* 火原　彰秀 火原　彰秀
糠塚　いそし 糠塚　いそし 糠塚　いそし 糠塚　いそし 糠塚　いそし 伊野　浩介 珠玖　仁* 珠玖　仁 珠玖　仁* 珠玖　仁 上條　利夫
眞野　成康 眞野　成康 眞野　成康 眞野　成康 眞野　成康 柏倉　俊介 柏倉　俊介 柏倉　俊介 柏倉　俊介 眞野　成康 野原　幸男

学会賞等受賞候補者選考委員 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 小川　信明 尾高　雅文
大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 大江　知行 眞野　成康
星野　仁 星野　仁 星野　仁 星野　仁 安斉　順一 安斉　順一 安斉　順一 火原　彰秀 火原　彰秀 火原　彰秀 火原　彰秀
我妻　和明 我妻　和明 末永　智一 末永　智一 北爪　英一 村本　光二 猿渡　英之 猿渡　英之 猿渡　英之 猿渡　英之 猿渡　英之
村本　光二 村本　光二 村本　光二 村本　光二 村本　光二 珠玖　仁 珠玖　仁 珠玖　仁 珠玖　仁 珠玖　仁

壹岐　伸彦
編集委員 ぶんせき 山下　幸和 平野　愛弓 平野　愛弓 藤原　一彦 伊藤　徹二 伊藤　徹二 野原　幸男 野原　幸男 上條　利夫 上條　利夫 照井　教文

分析化学 水口　仁志 水口　仁志 北川　文彦 北川　文彦 照井　教文 照井　教文 大野　賢一 井上　久美 井上　久美 押手　茂克 押手　茂克
Anal. Sci. 糠塚　いそし 糠塚　いそし 西澤　精一 西澤　精一 壹岐　伸彦 壹岐　伸彦 盛田　伸一 盛田　伸一 尾高　雅文 藤村　務 藤村　務

支部庶務幹事 後藤　貴章 水口　仁志 水口　仁志 柏倉　俊介 柏倉　俊介 佐藤　雄介 佐藤　雄介 大野　賢一 大野　賢一 高貝　慶隆 高貝　慶隆
支部会計幹事 平野　愛弓 珠玖　仁 珠玖　仁 後藤　貴章 伊野　浩介 伊野　浩介 田副　博文 田副　博文 唐島田 龍之介 唐島田 龍之介 福山真央
支部ネットワーク委員 上條　利夫 上條　利夫 上條　利夫 上條　利夫 上條　利夫

東北支部委員等一覧

任期2年

分野を考慮して選
出。2名が本部決定
委員となる。本部決

定委員は連続２ 期を
超えて留任できな
い．

本部連絡済み

(案)
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2020 年度日本分析化学会東北支部 各賞選考結果報告書 

●東北分析化学奨励賞 中川太一（福島大学大学院共生システム理工学研究科博士後期課

程 2021 年 3 月修了見込み、26 歳）

中川氏は、界面活性剤を用いる曇点抽出法を用いて、生成する界面活性剤のマイクロド

メインなどを積極的に利用し、ナノ粒子を形状及び粒径を制御して生成する新しい方法論

を確立した。それらは、具体的には、硫酸カルシウムナノロッドの曇点抽出法による形状

制御生成法の開発、両性イオン界面活性剤のマイクロドメイン形成と銀ナノ粒子抽出法の

開発、金ナノ粒子の簡易合成法と配位子交換反応利用法の開発などである。これらの新規

な技術開発は、生化学研究を含むナノ材料の分離抽出・合成の分野で、分析化学に大きく

貢献し、氏の将来の研究の発展も期待できるものであり、ここに、東北分析化学奨励賞に

値するものであると評価する。

●東北分析化学賞，功績賞 応募なし

学会賞等受賞候補者選考委員会

小川信明（秋田大学）

大江知行（東北大学）

猿渡英之（宮城教育大学）

珠玖仁（東北大学）

火原彰秀（東北大学）
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